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1. はじめに 
東京ディズニーランドのような大規模なテー

マパークにおいて，アンケート調査などの定量

調査やインタビュー調査などの定性調査を実施

し，顧客の楽しみ方を網羅的に把握する事は大

変困難である．主な理由として，施設内にはア

トラクション・レストラン・イベントショーな

どが多数存在し，その上顧客によって楽しみ方

か多種多様に存在することが挙げられる．その

上，テーマパーク運営者は顧客の期待に応える

ために，常に新規施策を投じる必要がある．こ

のような状況を踏まえて，顧客の楽しみ方を常

に把握できて新規施策提案をサポートするシス

テムが必要である．櫻井[1]は東京ディズニーラ
ンドにおいてキャプション評価法[2]を用いた意
見収集実験を行なった．この実験では調査用ス

マートフォンアプリを用いて，調査員が実際に

来園し気になった事をスマートフォンで撮影し

その内容を自由記述で記録する．この実験では

キャプション評価法を用いたテーマパーク顧客

分析の有用性が確認された．本論文では，この

実験で収集されたデータ（画像・コメント・位

置情報）を可視化し，それに基づく新規施策提

案のサポートを目的としたシステムを提案する． 
 

2. 先行研究 
本研究では，先行研究で提案された３つの可

視化システムの特徴を踏襲した．Chen ら[3]は人
間とロボットの会話をトピック分けし，トピッ

ク内の会話をグラフ化した上に手動で感情に対

応する色を付けるシステムを提案した．Treboux
ら[4]は Flickr と Instagram データに基づいて，地
図上に観光客の行き来と目的地ごとの投稿数を

表す可視化システムを提案した．Pino ら[5]は政
府公表の統計データと CGM のデータに基づいて，
地図上に地域ごとの感情や影響度を表示するシ

ステムを提案した． 
 

3. 提案システム 
本研究で提案されるシステムは，櫻井[1]の調査
の後に調査員向けのワークショップに使われる

ことを想定している（図１）．調査で得られる

データは調査用の iOS アプリから取得され，画
像・コメント・位置情報がクラウドに格納され

る．提案システムは，調査データが格納されて

いるクラウド上のサーバーにアクセスする． 

 
図１. 提案システムの使われ方 

提案システムは主に２つの機能を備えている

（図２）．１つ目は地図表示機能である．この

機能は収集されたデータに含まれる位置情報を

元に，画像が撮影された場所を地図上にプロッ

トする．２つ目はコメントの自動感情分類機能

である．この機能は，コメントを８つの基本感

情（喜び・信頼・恐れ・驚き・悲しみ・嫌悪・

怒り・期待）に自動で分類する．その上，分類

されたコメントには，赤色は喜び・青色は悲し

み…のように対応する色を付与する．そらに，

その色は１つ目の地図表示機能にも反映される．

また，コメントの感情分類は，コメントを形態

素解析した後に日本語感情表現辞書に基づいて

感情付与を行なっている．提案システムは，先

行研究[4][5]に基づいて，収集したデータの規模
感を把握できるように地図上に表示した．また，

先行研究[3]ではテキストを手動で感情分類して
いるが，提案システムでは自動で付与した． 
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図２. 提案システムイメージ図 

 
4. 議論 
提案システムはテーマパークにおける新規施策

提案サポートを目的としている．そこで，提案

システムが有する２つの機能が及ぼす効果につ

いて議論をする．１つ目の地図表示機能は，施

策提案時に具体的な場所を明確にさせるサポー

トが期待される．例えば，「装飾の花壇を改善

すべき」という抽象的な提案がされたとする．

そこで，位置情報の提供により「(場所名)の装飾
の花壇を改善すべき」と，より具体的な場所に

ついて提案ができる．２つ目の自動感情分類機

能は，提案施策の内容を具体化させるサポート

が期待される．上記の例であれば，花壇につい

てのコメントに"悲しみ"と感情分類がされた時，
施策を考える時に「なぜ"悲しみ"の感情を抱くの
か」と考えるきっかけを提供できる．その結果，

「”花壇の花の数が少ない事”が原因している」
と気づけば，提案される施策は「装飾の花壇の

花の本数を増やすべき」とより内容が具体的な

施策が提案できる．よって提案システムの２つ

の機能は，提案される施策が具体化させること

をサポートすると考えられる． 
 
 
 
 
 
 

 
5. おわりに 
本研究は，テーマパークにおける新規施策提案

サポートをするシステムについて提案し，その

システムが与える効果について議論した．今後

は，このシステムが実際のワークショップでど

のように役立つか，定量的指標と定性的指標を

定義して評価実験をする． 
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